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2 0 2 3年夏季
岩手県内ボーナス調査

当社では県内の消費動向を調査する一環

として、給与所得者を対象に2023年の夏季

ボーナスの支給見通しや使い道などについ

てのアンケート調査を実施した。

調査要領

〇�調 査 期 間：2023年５月
〇�調査対象者：県内の給与所得者
〇�調 査 方 法：直接配布、Web・郵送回答
〇�回 答 者 数：276人
　�（配布部数697部、回収率39.6％）
〇�回答者属性：右表のとおり

１．受取予想
●「増加」が大幅に上昇

2023年夏季ボーナスの受取予想は「前年

並み」の支給があるとする回答が61.7％（前

年調査比5.0ポイント（以下、ｐ）減）で最

も多く、次いで「増加」が26.1％（同12.6ｐ増）、

「減少」が11.0％（同7.6ｐ減）、「支給なし（※

前年は支給あり）」が1.1％（同0.2ｐ減）と

なった（図表１）。「減少」が２年連続で低下

したほか、「増加」は現在の分析方法で比較

可能な16年以降の夏季調査で最も多かった。

性別で比較してみると、男性、女性とも

「前年並み」が低下し、「増加」が全体の４分

の１以上となった。男性は「減少」が10.7％と

前年調査に比べ10ｐ以上の低下となった一

方、女性はわずかな低下に留まった（次ペー

ジ図表２）。

職業別に見ると、民間（会社員）で「前

回答
者数 構成比 平均

年齢

人 ％ 歳

全　　　　　体 276 100.0 40.8

性 別
男 性 153 55.4 40.4

女 性 123 44.6 41.3

職 業別
民間（会社員） 214 77.5 41.7

公 務 員 62 22.5 37.7

独 身・
既婚別

独 身 98 35.5 35.3

既 婚 178 64.5 43.8

年 齢
階級別

30 歳 未 満 63 22.8 −

30 歳 台 64 23.2 −

40 歳 台 78 28.3 −

50 歳 台 58 21.0 −

60 歳 以 上 13 4.7 −

図表１　夏季ボーナスの増減予想
（全体、2016～23年）
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注　１．２年連続で支給がない回答者を除く構成比
２．「増加」は新卒者など前年の支給がなかった場合を含む
３．四捨五入の関係で合計が100％にならない場合がある
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年並み」と回答した人の割合は61.4％と前年

より減少し、「増加」が上昇した。また、「減

少」は前年をわずかに上回った（図表２）。

一方、公務員は「減少」と「支給なし」の

回答がなく、「前年並み」と「増加」が全体を

占めた。これは昨年度の人事院勧告で国家公

務員のボーナス支給率（月数）が引き上げられ

たことに加え、昨夏のボーナスが減額調整され

た反動によるものと考えられる。また、昨年度

の本県の人事委員会勧告において県職員の支

給率が引き上げとなったことも要因とみられる。

年齢階級別では、すべての年代で「増加」の

割合が上昇した。30歳未満は「増加」が４割を

超え、「増加」と「前年並み」が大半となり、30

歳台と40歳台では「増加」のほか「前年並み」も

やや上昇した。また、50歳台は「増加」が20ｐ近

い上昇となり、「前年並み」は低下した（図表２）。

今回のボーナス支給予想では、「増加」の回

答が大幅に上昇し、「減少」は２年連続で前年

を下回った。特に、「増加」が新型コロナウイ

ルス（以下、新型コロナ）の感染拡大前の19

年を5.0ｐ上回り、賃上げの動きなどを受けて

ボーナス支給予想には明るさが見られる結果と

なった。新型コロナによる外出への心理的な抑

制が緩和されるなか、この夏のボーナスが個人

消費拡大の足掛かりとなることが期待される。

２．使途
●「消費」が最多、外出に慎重な姿勢に変化

次に、ボーナス支給があるとした回答者（民

間、公務員）から、その使途について尋ねた

（複数回答）。

図表２　夏季ボーナスの増減予想（2022、23年）
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注　１．２年連続で支給がない回答者を除く構成比
２．「増加」は新卒者など前年の支給がなかった場合を含む
３．年齢階級別の60歳以上は回答者が少ないため省略する
４．四捨五入の関係で合計が100％にならない場合がある
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これによると全体では「消費」と答

えた人の割合が84.7％で最も多く、次

いで「貯蓄・投資」が62.1％、「返済」

が28.7％となり、消費に前向きな姿勢

がみられた（図表３）。

「消費」の中身を見ると、「買い物」が

42.9％と最も高く、次いで「生活費の

補填」が37.5％、旅行などの「レジャー」

が23.8％となった。

性別に分けてみると、男性、女性と

も「消費」の割合が最も高く、「消費」の項目別では、男性、女性とも「買い物」の回答が最

も多かった。また、「返済」を見ると男性は「住宅」の割合が最も高く、女性は「クレジット」

が最多となった。

さらに、独身・既婚別で見てもいずれも「消費」の回答が最も多かった。消費の項目別では

独身、既婚とも「買い物」が最多となり、既婚は「生活費の補填」も４割を超える水準となった。

独身は「生活費の補填」のほか、「レジャー」にも回答が集まった。

新型コロナの感染症法上の位置づけが５月８日から「５類感染症」へ移行したことから行動

の抑制が緩和され、「買い物」や「レジャー」による消費の拡大が見込まれる一方、「生活費の補

填」が「買い物」に次ぐ高い割合になるなど、物価の上昇が家計に影響を与えているといえよう。

３．買い物の動向

（１）内容
●高額商品に需要拡大の動き

買い物においては、「衣服・身の回り品」

が62.5％（前年調査比6.0ｐ減）と最多と

なった（図表４）。内容を見ると前年の

冬のボーナス調査と同様に、10の選択

肢のうち７つにおいて前年を下回ってお

り、購入する品目をある程度絞っている

ことが窺える。また、「生活家電」や

「家具・什器」の割合が上昇しており、

高額商品への需要拡大がみられた。

図表４　買い物の内容および購入場所（複数回答）
単位：％、ｐ

全体 性別 独身・既婚別
前年比 男性 女性 独身 既婚

内
　
　
　
　
容

衣 服・身 の 回 り 品 62.5 △� 6.0 55.4 72.3 58.3 64.5
生 活 家 電 22.3 4.8 24.6 19.1 16.7 25.0
家庭用品・日用消耗品 17.0 △�13.8 13.8 21.3 13.9 18.4
飲 食 料 品 15.2 △�10.7 15.4 14.9 13.9 15.8
家 具 ・ 什 器 10.7 3.0 12.3 8.5 5.6 13.2
Ａ Ｖ 家 電 8.9 △� 0.2 12.3 4.3 11.1 7.9
情 報 通 信 家 電 8.0 △� 0.4 10.8 4.3 19.4 2.6
自 動 車 8.0 △� 0.4 13.8 − 5.6 9.2
医 薬 品・化 粧 品 5.4 △� 7.2 − 12.8 5.6 5.3
そ の 他 6.3 2.1 7.7 4.3 13.9 2.6

購
入
場
所

インターネット・通信販売 42.9 △� 6.8 55.4 25.5 69.4 30.3
大型ショッピングセンター 40.2 △� 1.8 49.2 27.7 52.8 34.2
大型専門店・量販店 33.0 △� 8.3 41.5 21.3 41.7 28.9
一般小売店・専門店 28.6 17.4 24.6 34.0 16.7 34.2
百 貨 店 16.1 13.3 4.6 31.9 11.1 18.4

注　１．「買い物」を選択した回答者に占める構成比
２．�「大型専門店・量販店」は家電大型専門店、ホームセンター、ドラッグスト

アなど、「一般小売店・専門店」は単独店舗の路面店などを指す

図表３　夏季ボーナスの使途（複数回答）
単位：％

全体 性別 独身・既婚別
男性 女性 独身 既婚

消 費 84.7 83.1 86.7 84.4 84.8
買 い 物 42.9 43.9 41.6 40.0 44.4
生 活 費 の 補 填 37.5 39.2 35.4 32.2 40.4
レ ジ ャ ー 23.8 21.6 26.5 26.7 22.2
教 育 費 13.8 11.5 16.8 3.3 19.3
交 際 費 9.6 11.5 7.1 13.3 7.6
そ の 他 6.5 6.1 7.1 6.7 6.4

返 済 28.7 34.5 21.2 22.2 32.2
住 宅 12.6 16.9 7.1 2.2 18.1
ク レ ジ ッ ト 11.5 12.2 10.6 12.2 11.1
自 動 車 10.0 12.8 6.2 7.8 11.1
教 育 1.5 1.4 1.8 0.0 2.3
そ の 他 5.4 7.4 2.7 8.9 3.5

貯 蓄 ・ 投 資 62.1 59.5 65.5 65.6 60.2
注　１．「支給がある」を選択した回答者に占める構成比
２．今回調査から設問内容を変更したため前年比はない
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（２）購入場所
●「ネット通販」が定着

買い物をする予定の場所（店舗形態）については、「インターネット・通信販売」が42.9％（同

6.8ｐ減）で最多となり、次いで「大型ショッピングセンター」が40.2％（同1.8ｐ減）、「大型専

門店・量販店」が33.0％（同8.3ｐ減）などとなった（前ページ図表４）。新型コロナの感染拡

大などを背景に「ネット通販」の利用に定着がみられる一方、「一般小売店・専門店」や「百

貨店」の割合が拡大するなど、購入場所の選択に広がりがみられた。

４．貯蓄・投資の動向

（１）目的
●今後の旅行に備える動き

使途において「貯蓄・投資」を選択

した回答者にその目的を聞いたところ、

「老後の生活資金」が42.6％（前年調査

比0.4ｐ減）で最多となり、次いで「子

ども等の教育資金」が39.5％（同11.0

ｐ増）、「当面の家計の補充」が19.8％

（同1.4ｐ減）などとなった（図表５）。

なかでも、「レジャー資金」の上昇に

ついては使途（前ページ図表３）と同

様に行動抑制の緩和から今後の旅行に

備えたものと窺われる。

（２）方法
●「株式・株式投資信託」が伸長

「貯蓄・投資」の方法は「普通預金（通常貯金）」が72.8％（同5.4ｐ減）となり、次いで「株式・

株式投資信託」が30.9％（同7.1ｐ増）などとなった（図表５）。

例年と同様に「普通預金（通常貯金）」に回答が集まっており、物価高などを背景に今後の

支払い増加に備えて流動性の高い普通預金に留めておく動きが続いている。また、「株式・株

式投資信託」は３割を上回り、比較可能な過去４年間で最も高い割合となった。「老後」や「教

育」など将来のライフイベントに備えた資産形成の一環として投資信託などを利用するケース

が増加していると考えられる。

（コンサルタント　菊池　祐美）

図表５　貯蓄・投資の目的および方法（複数回答）
単位：％、ｐ

全体 性別 独身・既婚別

前年比 男性 女性 独身 既婚

目
　
　
的

老 後 の 生 活 資 金 42.6 △� 0.4 35.2 51.4 30.5 49.5
子ども等の教育資金 39.5 11.0 44.3 33.8 − 62.1

当 面 の 家 計 の 補 充 19.8 △� 1.4 22.7 16.2 22.0 18.4

特 に 目 的 は な い 19.1 2.0 18.2 20.3 37.3 8.7

レ ジ ャ ー 資 金 18.5 14.9 18.2 18.9 16.9 19.4

病気や災害への備え 13.6 5.3 13.6 13.5 11.9 14.6

高 額 商 品 購 入 資 金 8.6 4.5 9.1 8.1 8.5 8.7

住宅新築・改築資金 6.2 0.0 4.5 8.1 − 9.7

結 婚 資 金 4.3 3.3 2.3 6.8 8.5 1.9

宅 地 購 入 資 金 0.6 0.1 − 1.4 − 1.0
そ の 他 3.1 0.5 2.3 4.1 3.4 2.9

方
　
　
法

普通預金（通常貯金） 72.8 △� 5.4 73.9 71.6 79.7 68.9
株式・株式投資信託 30.9 7.1 38.6 21.6 28.8 32.0

定 期 性 預 貯 金 19.1 △� 3.7 12.5 27.0 11.9 23.3

生 命 保 険 4.9 △� 1.8 3.4 6.8 5.1 4.9

債券・公社債投資信託 2.5 2.0 2.3 2.7 5.1 1.0
そ の 他 6.8 2.1 6.8 6.8 6.8 6.8

注　「貯蓄・投資」を選択した回答者に占める構成比
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当社では、岩手県内新入社員を対象として、就職活動のほか職業観や生活観に関するアンケー

ト調査を行った。調査要領は以下のとおりである。

≪調査結果の要約≫

１．就職活動について

●　就職活動の感想について、「大変厳しかった」、「厳しかった」と回答した割合は、前

年に比べてそれぞれ低下した。

●　就職先として岩手県内企業を選んだ理由としては、「地元への愛着がある」が最も多

かった。次いで、「家族・友人が近くにいる」、「住居費等経済的負担が少ない」「希望の

会社がある」の順であった。

●　新型コロナウイルスの就職活動への影響について、「影響がなかった」と回答した割

合は3割弱となり、前年に比べて大幅に上昇した。

●　就職活動でオンラインを利用した割合は、６割弱であった。メリットとしては、「交

通費がかからない」、「遠方の企業にも応募しやすい」、「短時間で効率的である」などが

挙げられた。また、デメリットとしては、「コミュニケーションが難しい」、「音声が途

切れた」、「通信環境や端末を揃える必要がある」などが挙げられた。

２．職業観について

●　就職先を選んだ理由については、「堅実で安定性がある」、「仕事の内容に興味がある」、

「労働条件が良い」が上位であった。

３．生活観について

●　理想とする生き方については、「仕事と趣味を両立させたい」、「幸福な家庭生活を送

りたい」が上位だった。

調査要領

〇調査時期　2023年３月～４月
〇回答者数　227名

（男性120名、女性107名）
（高卒74名、専門学校卒31名、短大卒16名、大卒・大学院卒106名）

2 0 2 3年度新入社員意識調査
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１．就職活動について
（１）就職活動を振り返った感想
●「大変厳しかった」「厳しかった」との回答は、前年に比べてそれぞれ低下
就職活動を振り返った感想は、

「大変厳しかった」と「厳しかっ
た」の合計（以下、「厳しい」）が
31.7％（前年比3.9ｐ減）と低下し
た（図表１）。
「厳しい」を男女別にみると、男
性は28.3％（同13.4ｐ減）と低下
した一方で、女性は35.5％（同7.3
ｐ増））と上昇した。

（２）就職先として岩手県内企業を選んだ理由
●約５割が「地元への愛着がある」を選ぶ
就職先として県内企業を選んだ理由は、「地元への愛着がある」が50.5％（同1.3ｐ増）、「家

族や友人が近くにいる」が36.2％（同2.6ｐ減）、「住居費等経済的負担が少ない」が22.5％（同0.8
ｐ増）、「希望の会社がある」が17.4％（同5.1ｐ減）となった（図表２）。

図表２　就職先として県内企業を選んだ理由（複数回答）

■ 2023年度　　■ 2022年度

地元への
愛着がある

家族や友人が
近くにいる

住居費等
経済的負担が
少ない

希望の
会社がある

希望職種の
募集があった

学生時代を
過ごした土地

親が
県内での就職を
希望した

県外での就職を
希望したが

条件が合わなかった

親の面倒を
見るため

その他

%

40

20

60

0

50.5 49.2

36.2 38.8

22.5 21.7 17.4 22.5
9.6 12.0 7.8 5.0 6.4 8.9 5.5 7.0 4.6 5.8 3.2 1.9

（３）新型コロナウイルスの就職活動への影響
●「影響はなかった」が大幅に増加
新型コロナウイルスの就職活動への影響については、「オンラインでの説明会・面接の準備

が必要となった」が29.1％（同10.2ｐ減）で最も多かった（図表３）。
次いで「影響はなかった」が27.7％となり、前年比22.8ｐ増と大幅に増加した。

図表３　新型コロナウイルスの就職活動への影響（複数回答）

■ 2023年度　　■ 2022年度

オンラインでの
説明会・面接の
準備が必要となった

影響はなかった 移動制限により
企業訪問の
機会が減った

十分な情報交換や
収集ができなかった

説明会や面接が
中止や延期となった

志望企業の
採用枠減少または
採用中止となった

その他

%

20

40

0

29.1

39.3

27.7

4.9

15.1

30.3

13.7

35.7

9.1

27.5

4.9
12.7

0.4 1.6

図表１　就職活動を振り返った感想
0 50 100%

2023年

2022年

2023年

2022年

2023年

2022年

■ 大変厳しかった　■ 厳しかった　■ それほど厳しくなかった　■ 楽だった　■ その他

全

　体

男

　性

女

　性

8.4 27.2 59.059.0 5.0 0.4

5.8 22.5 60.860.8 10.0 0.8

5.7 61.261.226.0 5.7 1.3

11.8 51.451.4 6.929.9

5.6 29.9 61.761.7 1.9

4.3 23.9 68.468.4 0.9

0.9

2.6

28.3％

35.5％

41.7％

28.2％

31.7％

35.6％
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（４）就職活動におけるオンラインの利用
●６割弱が利用
オンラインによる就職活動を「行った」と回答した割合は、全体では58.0％（同0.6ｐ減）となっ
た（図表４−１）。
学歴別にみると、「大学・大学院」が94.3％（同0.8ｐ増）と最も高く、次いで「短大」が

75.0％（同6.6ｐ増）、「専門学校」が51.7％（同3.0ｐ増）、「高校」が4.1％（同4.4ｐ減）となった。

図表４−１　就職活動にオンラインを利用した割合
%

■ 2023年度　　■ 2022年度

50

100

0
全　　体 高　　校専門学校短　　大大学・大学院

58.0 58.6

4.1 8.5

51.7 48.7

75.0 68.4

94.3 93.5

オンラインによる就職活動を行った方に、そのメリットを尋ねたところ、「交通費がかから
ない」が88.5％（同0.8ｐ増）と最も多く、次いで「遠方の企業にも応募しやすい」が58.5％（同
3.3ｐ増）、「短時間で効率的である」が57.7％（同3.8ｐ増）、「１日で複数の面接が受けられる」
が37.7％（前年と同値）となった（図表４−２）。

図表４−２　�オンラインのメリット（複数回答）
%

■ 2023年度　　■ 2022年度

50

100

0
交通費が
かからない

短時間で
効率的である

遠方の企業にも
応募しやすい

１日で複数の面接が
受けられる

学業との両立が
可能である

質問がしやすい面接に
リラックスして臨める

88.5 87.7

58.5 55.2 57.7 53.9
37.7 37.7

21.5 20.1
11.5 12.3 6.2 8.4

デメリットとしては、「コミュニケーションが難しい」が53.8％（同13.1ｐ増）と最も多く、
次いで「音声が途切れた」が40.8%（同4.1ｐ増）、「通信環境や端末を揃える必要がある」が
38.5％（同2.2ｐ減）、「会場での就活生同士の情報交換が難しい」が36.2％（同0.9ｐ増）、「妥当
な評価がされるか不安」が26.9％（同13.1ｐ減）となった（図表４−３）。

図表４−３　オンラインのデメリット（複数回答）
%

■ 2023年度　　■ 2022年度

30

60

0
コミュニケーションが

難しい
音声が途切れた 通信環境や端末を

揃える必要がある
会場での

就活生同士の
情報交換が難しい

その他妥当な評価が
されるか不安

53.8

40.7 40.8 36.7 38.5 40.7 36.2 35.3
26.9

40.0

6.2 6.0
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２．職業観
（１）就職先選択の理由
●「堅実・安定性」「仕事の内容」「労働条件」が上位
就職先選択の理由は、「堅実で安定性がある」が36.6％（同3.8ｐ増）、「仕事の内容に興味が

ある」が33.5％（同8.6ｐ減）、「労働条件（勤務時間・休日・休暇等）が良い」が25.0％（同5.9
ｐ減）となった（図表５）。
前年に比べて堅実性・安定性が上昇し、今回の調査では最も高い割合となった。一方、仕事

の内容や労働条件については、引き続き重視する傾向があるものの、前年比では低下した。

図表５　就職先を選んだ理由(複数回答)

■ 2023年度　　■ 2022年度

堅実で
安定性がある

仕事の内容に
興味がある

労働条件
（勤務時間・休日・
休暇等）が良い

スキルアップが
できる

通勤の便が
良い

経営者に
魅力を感じた

私生活と
仕事の両立が
できる

将来性が
ある

仕事が
自分の性格に

合う

自分の
特技が
生かせる

給料・
ボーナス等
待遇が良い

その他

%

25

50

0

36.6 32.8 33.5
42.1

25.0
30.9

19.6
14.3 10.3 8.5 8.9

3.5
8.0 5.8 7.6

12.7
7.1
13.1

7.1 6.6 5.4
12.4

3.1 1.5

（２）社会人生活に期待すること
●「円滑で豊かな人間関係を築きたい」「生活基盤を固めたい」「社会へ貢献したい」が上位
社会人生活に期待することは、「円滑で豊かな人間関係を築きたい」が41.1％（同6.1ｐ増）

と最も高く、次いで「生活基盤を固めたい」が39.7％（同5.8ｐ増）、「社会へ貢献したい」が
34.7％（同5.1ｐ増）となった（図表６）。

表６　社会人生活に期待すること（複数回答）

■ 2023年度　　■ 2022年度

円滑で
豊かな人間関係を

築きたい

生活基盤を
固めたい

社会へ
貢献したい

様々な分野の
人たちと

知り合いになりたい

自分の能力を
発見し
発揮したい

自己実現を
果たしたい

自分の存在感を
示したい

その他

%

25

50

0

41.1
35.0

39.7
33.9 34.7

29.6
22.8 19.5 22.4 19.1 20.1 17.1

6.8 5.8
0.5 0.4

（３）働くことについての考え方
●７割弱は「仕事も大事だが個人の生活も大事」
働くことについての考え方は、「仕事も大事だが個人の生活も大事にしたい」が67.4％と最も

高く、以下「自分の能力を生かせる仕事をしたい」が48.5％、「給料など待遇が良い仕事をした
い」が43.6％となった（図表７）。

図表７　働くことについての考え方（複数回答）
%

自分の
能力を生かせる
仕事をしたい

自己の
スキルアップが
できる仕事をしたい

給料など
待遇が良い
仕事をしたい

仕事も大事だが
個人の生活も
大事にしたい

人並みに
働ければ良い

残業が
ない方が良い

できれば
楽な仕事が良い

社会の
役に立つ
仕事をしたい

副業や兼業を
やってみたい

会社で
命じられたことは
なんでもやる

■ 全体　　■ 男性　　■ 女性

40

80

0

67.4 65.8 69.2

48.5 48.3 48.6
41.0 40.0 42.143.6 50.0

36.4
24.7 26.7 22.4 24.7 22.5 27.1

12.3 17.5 6.5 8.4 6.7 10.3 2.2 3.3 0.9 0.9 0.8 0.9
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（４）社会人生活で不安を感じること
●約９割は「仕事がうまくこなせるか」
社会人生活で不安を感じることは、「仕事がうまくこなせるか」が91.9％（同13.5ｐ増）と最

も高かった。また、「職場の人間関係」が51.6％（同7.6ｐ増）となり、この２項目が他を大き
く引き離す形で上位となった（図表８）。

図表８　社会人生活で不安を感じること(複数回答)
%

職場の
人間関係

私生活との
バランスが
とれるか

仕事がうまく
こなせるか

新生活の
環境変化への対応

十分な収入が
得られるか

やりたい仕事が
できるか

リストラや解雇 不安なことはない

50

100

0

■ 2023年度　　■ 2022年度91.9
78.4

51.6 44.0

22.2 18.9 18.1 15.4 14.0 12.0 6.8 5.8 5.0 4.2 2.7 2.3

（５）定年まで今の勤め先で働く意識
●「定年まで働きたい」は約３割
定年まで今の勤め先で働くかにつ

いては、「定年まで勤めようと思って
いる」が32.7％、「きっかけ、チャン
スがあれば転職したい」が26.0％、
「きっかけ、チャンスがあれば独立し
たい」が7.6％となった（図表９）。
男女別では、定年まで働くこと

を希望する割合は男性が多く、転
職を視野に入れている割合は女性の方が多かった。

（６）将来目指す役職
●「管理職を目指す」は３割弱
「役員・部長・係長などの管理
職を目指す」が28.8％、「出世に
こだわらない」が64.0％、「管理
職になりたくない」が6.8％となっ
た（図表10）。
男女別にみると、「管理職を目指
す」割合は、男性では41.9％であっ
たが、女性では14.3％となった。

図表９　定年まで今の勤め先で働く意識
0 50 100%

■ 定年まで勤めようと思っている　　　　　■ きっかけ、チャンスがあれば転職したい
■ きっかけ、チャンスがあれば独立したい　■ 定年まで勤めることにはこだわらない

男
性

全
体

女
性

10.210.216.1 36.436.437.3

4.84.837.1 30.530.527.6

7.67.632.7 26.0 33.633.6

注　選択肢を一部変更したため前年比はない

図表10　将来目指す役職

■ 管理職（役員、部長、係長など）を目指す　　■ 出世にこだわらない
■ 管理職になりたくない　　　　　　　　　　　■ その他

0 50 100%

男
性

全
体

女
性 4.84.878.114.3 2.92.9

5.95.928.8 64.0 1.41.4

6.86.851.341.9 0.00.0

注　選択肢を一部変更したため前年比はない
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３．生活観
（１）理想とする生き方
●「仕事と趣味を両立させたい」「幸福な家庭生活を送りたい」が上位
理想とする生き方については、「仕事と趣味を両立させたい」が70.1％と最も高く、次いで「幸

福な家庭生活を送りたい」が47.8％となった。（図表11）
男女の差をみると、「仕事と趣味を両立させたい」は大きな差はなかったが、「幸福な家庭生

活を送りたい」は、女性が51.9％となり、男性を7.8ｐ上回った。また、「社会のために尽くし
たい」は、男性が12.7％となり、女性を7.0ｐ上回った。

図表11　理想とする生き方（複数回答）
%

幸福な家庭生活を
送りたい

経済的に
豊かになりたい

仕事と趣味を
両立させたい

自分の
能力をためす
生き方をしたい

社会のために
尽くしたい

会社の発展に
尽くしたい

その他地位や名声を
求めたい

■ 全体　　■ 男性　　■ 女性

40

80

0

70.1 69.5 70.8

47.8 44.1
51.9

20.5 19.5 21.7 13.8 12.7 15.1 9.4 12.7 5.7 4.0 5.9 1.9 1.8 3.4 0.0 1.3 0.8 1.9

注　選択肢を一部変更したため前年比はない

（２）初任給の使い道
●「生活費」「貯蓄」「家族へのプレゼント」が上位
初任給の使い道は、「生活費」が49.5％（同4.9ｐ増）と最も高く、以下、「貯蓄」が47.3％（同8.1ｐ

減）、「家族へのプレゼント」が37.8％（同2.2ｐ減）、「趣味」が33.8％（同3.4ｐ増）となった（図表12）。
前年に比べて「生活費」、「趣味」、「借入返済（奨学金やクレジット含む）」などの割合が上

昇した一方、「貯蓄」、「家族へのプレゼント」などの割合が低下した。

図表12　初任給の使い道（複数回答）
%

■ 2023年度　　■ 2022年度

30

60

0
生活費 貯　蓄 家族への

プレゼント
借入返済
（奨学金や
クレジット含む）

趣　味 わからない
（決めていないを

含む）

その他仕事用の
服、靴、カバン

交際費

0.5 0.85.9 9.69.5 10.814.4 12.716.7 12.3

33.8 30.4
37.8 40.0

47.3
55.4

49.5 44.6

（シニアマネジャー　佐々木　邦光）
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